
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行事報告 
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過ごしやすい季節となり、「秋の読書週間」を

迎えました。 

図書館では 11/3（金）文化の日特別開館や、

10/24（火）～11/12（日）『作家池波正太郎展』

の開催を予定しています。みなさまのご来館を

お待ちしています。 

７/30（日）本館２階 15：30~ 

名寄市立大学の学生さんによるプレゼ

ントが用意され、こどもたちもおはな

し会を心ゆくまで楽しみました。 

 

 

４回目の開催となるチャンプ本と紹介者のご紹介をします。 

『話すチカラ』 斉藤孝∥著・安住紳一郎∥著 2020 年  

ダイヤモンド社 809/サ 本館・一般  

紹介者：高嶋修平さん 

高嶋さんはエフエム名寄のパーソナリティーをされてい  

ます。著者の安住紳一郎さんが好きでこの本を手に取ったと

のこと。３度の出場をいただいています。    



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館員おすすめの１冊 
 

『神々の復讐  
人喰いヒグマたちの北海道開拓史』 

中山茂大∥著 講談社 

2022 年 H489/ナ 本館所蔵 

 

 

名寄本館 

ペンギンクラブ         ３歳未満 

第１・第３木曜日  10：30～11：15 

金ようおはなしクラブ    

３歳以上～小学生 

毎週金曜日     15：30～16：15 

土曜ビブリオトーク     一般向け 

第２土曜日     13：00～14：00 

 

風連分室 

おはなしポケット       ３歳未満 

毎月最終火曜日  11：20～11：25 

風連子育て支援センター「こぐま」 

おはなしタイム  

３歳以上～小学生 

第１・第３木曜日  15：15～15：30 

風連児童会館 

 

＊11/3（金）文化の日は本館の金曜おはなし 

クラブを開催します。 

※イベントは変更や中止になる場合があります。HPやTwitterでご確認ください。 

北海道を舞台にした漫画『ゴールデンカムイ』にも度々登場し、圧倒

的な力を見せつけたヒグマ。先日もＯＳＯ18 のニュースが話題になっ

たように北海道は世界的に見ても人間とヒグマの距離が近い珍しい土

地なのだとか。 

本書はヒグマによる被害を過去の事件データから検証した１冊です。

なぜヒグマは人間を襲うのか。人間はヒグマに何をしてきたのか。今一

度彼らとの関わり方を見つめなおしてみませんか。（Ｙ） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

場 所：本館２階会議室 

対 象：３才～小学生   

定 員：15 名 

申 込：☎01654-2-4751 

または本館カウンターまで 

  

仮装してきてね！ 

（撮影スポット設置

してます） 

 内容：絵本の読み聞かせ 

    紙芝居 

    おかしつかみ取り     

●雑誌リサイクル (保存期間の過ぎた雑誌) 

場  所：本館２階会議室 

冊  数：１人 12 冊 （寄贈図書は制限なし） 

♦10/14（土）から入場整理券を配布します。 

♦整理券をお持ちの方～9：30～12：00（30 分ごとの入替制で入場できます。）                    

♦整理券のない方～12：00～13：00 で入場となります。 

●フィルムコートサービス 

大切な１冊に保護フィルムを！ 

受付場所：本館カウンター 

受付時間：９：30～16：30 まで   

冊  数：１人１冊（A4 サイズ以下）＊雑誌は対象外となります。 

 申 込 書：10/14（土）から事前配布します。 

 

 

●雑誌リサイクルのみ ＊寄贈本の提供はありません。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ちょっと気になる話題 

『ヤングケアラー』とは本来大人が担うとされている家事や家族の世話
などを 10 代の子どもたちが日常的に行っている状態をいいます。また、

当事者はヤングケアラ―の自覚がなく、周囲にも気づかれにくいという課

題を抱えているようです。 
 

ケアを背負わなけ
ればならない背景に
何があるのかをさぐ
る。 
 

介護の担い手にな
っている少女と受験
を控えた男子中学生
が現状を変えようと
一歩を踏み出すふた
りの成長と恋愛の物
語です。 
 

＜ き ょ う だ い ケ
アラー＞をピ ック
アップし、現状のま
とめと支援方 策を
提言する。 
 

369/ヤ 2022 年  

 

ヤングケアラ―が
生きやすい社会への
転換を考察する。 

『ヤングでは終わらないヤングケ
アラー』 
仲田海人∥編著  クリエイツかもがわ  

369/ヤ 2021 年 （ヤングアダルト） 

 

 

 

 
 

『子ども・若者ケアラーの声から
はじまる』  
＜ヤングケアラー支援の課題＞ 
斎藤真緒∥編 クリエイツかもがわ 

  

＊ケアラ―が生きやすい社会への転換

を考察する。 

『ヤングケアラーってなんだろう』 
澁谷智子∥作 筑摩書房  

369/シ 2022 年 （ヤングアダルト） 

 

 
 

『ウィズ・ユー』 
濱野京子∥作 くもん出版 
913.6/ハ 2020 年（ヤングアダルト） 

 


